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1. はじめに

　シクロオレフィンポリマー（以下 COPと略す）は，シク
ロオレフィン類をモノマーとして合成される脂環構造を有
するポリマー (Fig. 1)である。COPは，炭化水素系の非極
性ポリマーであり，その優れた光学特性から主に光学レン
ズや液晶部材向けに市場展開されている 1)～4)。
　一方，非極性なCOPは誘電特性にも優れていることが知
られており，電子回路用基板としての用途展開が期待され
ていた。しかし，それ単体での使用においては導体との密
着性に劣る欠点があり，電子回路基板としての実用化が困
難であった。
　その課題を克服する方法として，紫外線 (UV)によりCOP
層表面を改質し，めっきした導体（ここでは銅）との密着
性を向上させる技術が報告されている 5)。そこでわれわれ
は，基板として COPを溶融押出にて成形した COPフィル
ムを用い，その表面を UV処理にて改質後，銅めっき処理
を行うことにより，銅めっきCOPフィルム（銅張積層COP
フィルム）を作成した。本稿では，その電気特性，および
信頼性の検証結果について説明する。
　さらに，高周波部品向けに，射出成形が可能な材料とし
て開発した COP「ZEONEX® RS420」の特性および，最近
のトピックスとして，現在開発中の耐熱性COPについても
述べる。

2. 銅めっき COPフィルムの特性検証

2.1	 COP フィルムの誘電特性

　COPフィルムとして，溶融押出成形にてフィルム化した
Zeonor Film®（ZF-16，膜厚 0.1 mm，日本ゼオン社製）を用
いた。そのマイクロ波領域での比誘電率，誘電正接測定
は，円筒空洞共振器（サムテック製）を用いた。また，ミ
リ波領域での測定は，遮断円筒導波管（サムテック製）を
用いて行った 6)。測定結果を Fig. 2に示す。Fig. 2には，比
較として 1 GHzでのポリエチレンテレフタレート (PET)
フィルム，ポリテトラフルオロエチレン (PTFE)フィルムの

データも示す。Fig. 2より，COPフィルムは，ミリ波領域
において比誘電率・誘電正接がほとんど変化せず，PTFE
フィルム同等の誘電特性をもつことがわかる。
2.2	 COP フィルムと銅めっき層との密着性検証

　COPフィルムとして，前述の Zeonor Film®（ZF-16，膜
厚 0.1 mm）を使用し，UV処理による表面改質ののちに銅
めっき処理を行った。その作成フローを Fig. 3に示す。表
面改質処理は，低圧水銀ランプを備えた UV照射装置（江
東電気製）を用いて，大気中にてサンプルを 5分間照射し
て行った。その後，触媒処理，無電解めっき，電気めっき
プロセスを行うことにより，銅めっき COPフィルムを得
た。
　形成した銅めっき層とCOPフィルムの密着性は，1.2 kN/m

Fig. 1 Synthesis of Cyclo Olefin Polymer

Fig. 2 Dielectric properties of a COP film in high frequency 
region
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